
1

太陽光発電が注目の的

～政府（経産省）が最重要施策として推進中～

1

太陽光発電発電 設置簡易提案書

（対象：10kw以上の集合住宅）



はじめに

東日本大震災以降、エネルギー問題が表面化し、安心で安全な
エネルギーへの転換が日本にとって、そして世界にとっても必要になって
きました。

同時に家庭という最小単位においても、エネルギーの問題を考えなけれ
ばならない時代になってきています。

■災害時に電気をどうするか？
■計画停電の時にどう対応するか？
■上がり続ける電気料金を抑えるには？

2012年7月1日より、再生可能エネルギーの固定価格買取制度が施行さ
れ、太陽光発電で生み出された電気を全量売電できるようになりました。
今、あらゆる業種の企業が太陽光発電事業に参加し、空前の太陽光発電
ブームとなっています。

マンション・アパートを保有されているオーナー様にとっても、今まで以上
に太陽光発電の導入を検討しやすくなりましたので、この機会に一度太陽
光発電設置をご検討されては如何でしょうか？

2



太陽光発電設置のご提案

経済メリットの高い、マンション・アパートへの

太陽光発電パネルの設置をご検討ください。

ご提案

太陽光発電設置のメリット

③他のマンション・アパートとの差別化が可能
⇒クリーンで安全なエネルギーを活用した住宅として、他との差別化が

可能です。場合によっては、居住者に経済メリットを付与する事もできます。

①20年間の安定した売電収入
⇒毎月発電した電力を、ほぼ全量売る事ができます。

⇒買取単価37.8円（税込）が20年間適用される為、

安定した収益源となります。

⇒面積が一戸建てより広い為、より多くの発電量が期待できます。

メリット

②グリーン投資減税の活用により税対策が可能
⇒太陽光発電を設置した企業、青色申告の個人を対象に、

グリーン投資減税の適用が可能です。これにより、オーナーの節税が可能
になります。
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以下、太陽光発電を設置した場合、優遇税制を活用した節税が可能です。
【対象】青色申告書を提出する法人または個人 【期間】平成28年3月31日まで
【内容】グリーン投資減税対象設備を取得後、下記いずれかの適用を受ける事ができる。

太陽光発電設置シミュレーション
（全量売電の場合）

集合住宅 10kW設置の場合

円4,500,000

初期投資回収単純予測 10.8年（9.2％）

11,000kW

年間発電量予測

利回り
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※ 初期投資金額につきましては屋根の状況・材質に応じて変わる可能性がございます。

（kW単価 450,000円/kW（税込）の場合）

初期投資（工事代・税込）

※ 南向き30度を想定した予測数値になります。発電量を保証するものではございません。

415 ,800 円
× 37.8

円/kW
=

年間売電予想金額

グリーン投資減税の活用

設備取得額の

相当額の税額控除
（中小企業者に限る）

普通償却に加えて取得額

の30 相当額を

限度とした特別償却

H27年3月31日までに
取得した設備を対象に

取得額の100%
即時償却可能

税制の適用により場合による1 3₴投資回収の短縮が可能になります


